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の中8祢は程度の差はあるがmacerationの作用
を有し1株は最初から全然との作用がなく土壇
遁過せしめてもベクチシ質の分解作用は認めら
‘れ君主かった。 Nolは培養を繰返して行〈時繁殖
カは衰えたが白lacerationの作用は完全には失
いはしなかった。 Clost.pectinovo'tumのペクチ
ン質分解作用は stralnによって非常に異って
ゐる事が分る。麻類が Clost.pectinovorumの
純梓樗養でOllCel喝ti岨が十分行われたいのは
分降したstrainが自然に浸水した時に繁殖して
みる菌より pectin賀分解作用が弱い震である
かもしtt-たい。
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小委苗l二聾する赤徽病菌 GibberellaS.乱ubinetii
Sacc.の侵入方法lこ就いて
西門義一・山内巳酉
1.紺雷著者のl人西門は先に小委赤撒
病菌は小夢の葉にもよ4侵入する事を報じ到
発芽時に於ける擢病性と穂に於ける擢病性とり
聞にはある粍度の市民闘関係のある事を認めた
が、夏に小穿幼植物の葉に於ける植病性の品種
間差遣と穂に於ける擢病性の品種間差惑との関
係、及び小夢幼苗に対する赤撤病菌の侵入方法
制Z就いて研究した。赤櫨病菌の侵入方法に関し
ては古くよD多〈の実績はあるが、小穿菌、殊
に葉、根等に対する侵入機構に就いでは命不充
分1t点が少たくたい。それでとれ等の点に就い
て研究した結果を報告する。
本報.告は農林省委託 rIJ、~赤徴病防除Ié関す
る研究jの1部として主として山内の行った研
究の結果である@藤林省農産課竹内課長、堀技
官業他関係各位に謝意書と表ずる。
2.接種賦験小宴種子発事Fの前後に赤雛病
菌の分生胞子を接種して発病賦贈を調奈した。
之に供用じた赤撒病菌は当研究所保存1285号菌
〈昭和17年佐賀県草で中山隆夫採集分離〉で、之を
局鈴薯寒天に培養し形成の分生胞子高と馬鈴薯煎
持tて浮'tf;せしめ、小型噴霧器で噴霧接種した。
IJ、夢種子く新中長)の表面は強め昇求7kで消毒
し温紙を敷いた径8艇のペトリ血tL並べ之れを
供用した。叉子葉tL対しては植木紳に錆付け子
葉が充分神』更し第1の本棄のわやかに見えるる科
度のものに問機接種した。接種後は何れも緑、室
に傑ち、当時 (9 月 5 日~9 月20目〉の室i星(23
-w度】に置いた。
(A)努芽前の種子に対して掻種した場合。蒔
忙の際に接種して7日後の調査に依れほ、菌糸
は種子叩表面に蔓延し、種子を蔽ふものがめり
との棋な種子は発芽せ寸志、全〈軟腐してゐた。
叉わやかに発若手を初めた芽も淡褐色から褐色に
理色して軟腐してゐるものも多獄見られた。発
芽して芽鞘の相当長〈伸長したものも業の基部
戒は距軸、幼根の基部が淡褐色に費色してゐて
明らかに薗の侵害を受けたと認めるれるものが
あった。去の教は大体決の載であった。
接種し倭積せ
・たもの ぬもの
量産芽歩合【芽の1糧以上伸びたもの)5r% 89% 
重量芽したもの(Jt中基根書官色のもの)14% 0% 
~枯歩合(JlJt:初期に軟腐したもの)11% ・0%
C.4Ii再究第38e • 3. 99-104頁 19(9) - 19-
以ムの・多喜病賦況は其の1例に遁ぎないが、病
:原繭を種子に接種して情種すると発若手歩合20%
1診、健筒歩合カ宅僅かに 6~広齢と雪ふ被害を受け
るものがある事は既に西門等の報告した所であ
る。
(13)発芽始めのものに接極Ltc場合。幼根、
年騨iの僅かに伸びはじめた時比接種したもので
な、接種後3日で幼根の基部、或は中途叉は尖
端が淡補色に費色した。叉芽拘の基部t亡於ても
ヒの樺な樺色部が現はれた。芽舶には漁潤性の
小斑点乃至僚斑の如きもめが見られた。 5日後
iモは幼根・駈軸の部分が淡褐色から補色に着陸色
したものが明らかに認められ、 w拘には紡紳形
をした淡暢色の小斑点 (1-2粍位〉が多数に現
fまれた。業後は漁室より出した震か病勢は準ま
夕、芽鞠・版軸・幼根等に発病部分を持うた
まL幼根は新し〈生じ、革HfJは持薬を伸長させ
k。
発芽後の1]、多苗に接種した場合は枯死に至る
車の決定的の被害は興へたい様で、あるが、芽鞘
の部分に託害を受けて保菌・個体となるものの旗
むある。之れは接種種子乞滞陣した場合にも地
際部或は地下部の芽鞘1'Ct.t入を受けて裾枯献を
呈すふ事のあるのを見℃も明らかであらう。
(0)子葉に接種した場合。接種2日後には針
期大漁潤性の費色部が現はれ3-4日後には淡褐
色の円形ー紡4瑚夫の，]、斑点が一面に現はれた。
其の後1-2日で企業は白色ー淡紅色の菌糸に蔽
iまれて軟腐した。叉病斑出現後操室から出した
ものは葉面に菌糸は見られなかったが多数病斑
の現はれたものは其の部分乾爆して枯死した。
出極開花時の本業に接種して特異君主病斑を現
!去す事は既に酉門(14)の報告に.あるから、子棄
の如き幼業t亡対しても著しい侵害性を現はす事
;生当然と思はれる。然し之等子葉に対する侵害
の環境要素に就いては研究を要するま夕、本葉に
対しての慢害は高温多課、が其の重大要素の様で
ある。
3.慢入方法前惑の各試験に際して、病原
菌の桂入方法を検鏡した。検鋭は稀誠元Eフクシ
ン溶液を以って染色し、切片は何れもハンドセ
ヲシヨシに依っ決。
(A)幼根に於ける侵入。根毛の生じない尖端
部では菌糸は直接表皮組識の細胞膜を通して細
胞内に侵入じてゐるのが鬼られたく第1-2困〉。
叉根毛の生じてゐる基部に近い所では根毛と表
皮細胞との聞E軍部に菌糸が多数充満してゐるも
のが見られた〈第ι-5困〉。そしてとの部分より
直接表皮細胞或は表皮下の細胞内に侵入してゐ
る様である(第3ー 咽〉。叉との様に根毛の基部
の間隙からの侵入が見られる-"}jやはり表皮組
撤細胞の細胞膜を直接遁して侵入してゐるのも
るったく第3-5園〉。根毛にも侵入してゐるもの.
が見られた〈第5圃}が、との様な場合は極め
て稀であって、外には根毛内に殆んど菌糸の存
在は認められなかった。師して、之等侵入の場
合菌糸の単調のものもある(第3固)が、多〈は
多数の菌糸が集って 1つの菌糸塊となって表皮
上に附着してから侵入菌糸を出してゐる場合が
多かったく第1.2. 4園、
幼根の表皮部を直接遁して侵入するフザリク
ム菌には甘藍萎黄病菌(Fusa:tium・ω'nglutlll制。
(1.)(9)バナ、萎調病菌(4)(Fusarium cuuense)崎町
棉の立柑病菌 (Fu8l¥rlumvasinfectuリ等が報
告されてゐる。との外西瓜蔓割病菌(].<'USariUlI1. 
nivtlum)は根冠|滑託の細胞間際聞に先づ侵入す
る事が報ぜられて居る。赤徹病菌 (Gib恥reIJa
Saubinetめに就てはPearsonJ氏は玉縄黍の筒に
対する侵入方法に就いて実験し、不定根の発生
に伴って生守る表皮細胞の傷虞講から侵入し、
初め細胞間際に侵入し後細胞膜を通して細胞内
に侵入すると報告Lてゐる。然し著者の観察の
場合には、話根発生部の傷横溝内にも勿論菌糸
の存在が認められ、 Eつ其の脅ゅよりの侵入も
認められたが、前遁の主代、直接表皮細胞膜を
遁して細胞内に侵入するものか多がった。叉細
胞間隙に侵入後細胞間際を通じて蔓延してゐる
ものは殆んど認められや、直接細胞内に繁殖蔓
延してゐる様である。sPち中山氏。匂が報告して
ゐる棉簡に対する Rhizl>ctoniasolaniの侵入方
法に似て居る様である。
弐t亡根毛から侵入するフずリタム菌も報ぜら
れてゐる (17)(ZJ)が‘本実験ではとの例は殆んど
見当~寸志根宅は侵入門戸とは認められ君主い。
くB)華子輸に於ける侵入(縫合溝侵入〉。接樽後
1日で胞子から発芽した菌糸は表皮上に蔓延し
て居るのが見られるが、未だ侵入を始めた横子
は見られなかった。 2日後には表皮上に蔓延じ
G∞〉 - 20-
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tc.菌糸〈表皮細胞の縫合溝に滑ってゐるものが
多〈見られた〉の尖端は細胞の縫合溝上忙接着・
して、幾分膨大して居るのが認められた。そし
て接着部は色棄に濃〈染色され明らかに何か表
皮細胞の細胞膜の異献を物語ってゐtc.~第ff-7
岡〕。なほ1-2日後にほとの瞬大t.tc.都分から
細胞縫合講を遇して内部に侵入菌糸を出してゐ
るのが認められたL第 8-9岡〉。 叉時に芽鞘の
上部にある気孔を遁じての侵入も見られた。
以上は菌糸が単濁の場合であるが、多〈は菌
糸が相集って大小各種の菌糸塊を形成して表~
細胞上に接着してとれから直接表皮細胞の細胞
膜を遁して細胞内に侵入してゐるのが認められ
た L第8.10， 11図〉。とれは幼根陀於ける場合
と同様である。叉とめ場合侵入した菌糸は置接
細胞内に繁殖蔓延して特忙細胞間際を遁る様た
ととはない〈第2固3。
之の方法は棉の幼童に侵入する Rhiz∞tonia
soI<<niの場合に似て居れ事苔の菌接病、除虫
菊の!j、粒菌根病等の侵入方法に類似する。
三えに菌糸の侵入b受けた表皮細胞は黒褐色を
呈し明らか忙死諒して居る場合もあるが、多〈
の場合は何等の費化を見せてゐない様である。
内部組織の細胞も後には細胞膜が崩填して組織
が〈づれるのが見られるが、侵入を受けた当時
は何等の質化も見られたい。
(.0)子葉に於ける侵入。接種1-2日後には胞
子から弗芽した菌糸は表皮細胞上に蔓延じて其
の尖端は気孔から内部に侵入してゐるのが認め
られる。との場合菌糸の尖端は直接祭礼を通し
て侵入するものと気孔上でやや膨大してそれか
ら侵入するものとが見られたく12.13闇〉。然し
之等は菌糸が車濁に侵入する場合であるが多〈
は1つの気孔上?と多〈の菌糸が集まって来てそ
れぞれ一度に侵入するが〈第14圃〉或は一度菌
糸の塊をなしてから侵入するものの様である
:第12-14圃〉。気孔から侵入した菌糸κ触れた
細胞は薬締肢が破壊して暗色の頼性賦となり菌
糸の侵入を受けた細胞は内容破壊され本胞賦と
な b 淡褐色査と嬰.して居る〈第13~14固)0
4.小麦品種に依る幼植物種病性の差異
赤補佐病菌の小委幼植物に対する病原性並に病
原性の分化現象に関しては既に西門(J~J(町等の
報告があっ℃小穿種子に赤徹病菌を接種して蒔
付を行ふと発事字歩合を減巴、幼芽を便される事
が報ぜられて居り、とれ等の幼植駒に対する病
原性ほ小芽胞に於けるそれと相当高""相関性を
有する事も報告されて居る。
本報告でほ主として小多各品種の子葉に胞子
浮埠液を噴霧撒布して差やる隈病事量産を比較
し、とれと小.憶に於ける緩病性並に発芽時に
於ける骨量病との品種聞の相互関係をと調査した。
く1)1}、安子葉に対する接種試験結果と，J、徳の
擢病棋度との比較。僅10輝の植木鉢に織に於7亡
揺抗性の強い品種と弱い品種との 2 品種10-~O
粒宛蒔付け子実障が充分伸長Lて木業の第1葉が
わやかに見える程度のものに赤徹病菌(12部号
菌〉の胞子浮i1fr液を撒布して根室に保ち、室温
(23~釦度〉陀於て発病程度高と調査した。
供試Ltc.品種は第1表の様で、当所で昭和11
年から昭和19年迄の間接種試験の上穂?と対する
病原性の明らかたるものである。(1、多赤徽病防
除に関する研究J年次経過概要昭和11-19tc.依
る〉
調査方・法はヨえの様君主6階組に分けて、各10本
宛に被害穂度を調査し後之れを平均した。
(0)病斑全〈無し:0(1)病斑少し。 (2)病斑
中位。 (a)病斑多し。 (4)病蝿極めて多し
子葉黄壊す。 (5)軟腐す。
以上の結果は第 2ー 第7衰の如〈で其平均は
第8表の通りであるd 以上の結果では供試品種
の憶に於て赤徹病棟病性であった農林4号、新
岡早生、埼玉小型.，.27号は例外的な農林1号を除
けば徳陀於ける括抗性を示した三列・l小骨、鴻巣
4号、費浦、砂川、建摩陸羽l号よりも子葉に
対する発病程度が高い様である。街1回だげの.
実験ではあるが、第6回実験に於けるプサー12
号、西ií~45号、赤謹摩、伊賀筑後、白漏作・等は
畿内 9号、費i繭1号、肥後1号、筑前等よりも
子葉に対する発病程度は商い。との様に供試品
種は小穂での幡病性品種はIJ、砲で耐病性の品種
よりも子葉tc.対する擢病再度が高い傾向を示し
てゐる〈農林1号は例外λ
以上の如ぐ例外もあり且つ数字も儀じ判然し
たものでないから子葉に対する擢病性のみを以
て小確に対する括抗性を定める専は出来たいが
との爾者の聞には確かに或寵度の相関がある。
(2)小要子葉に対する接種試験結果と発芽時
. 21-. (101) 
1 2 
5 
8 
7 
ろと
(l-a岡3 幼根の尖婦に於ける侵入獄平
(3-5岡〉 幼根の根毛ある郁分陀於げる侵入獄況
く'-5圃〉 幼根の表皮細胞と根毛主の間際部IC侵入せる菌糸
(6ー 7岡3 芽鞘の表皮細胞上K箇糸の尖嬬告審理寄せるもの
垂
6 
9 
(.8-9岡7芽鞠の草壁皮細胞上K鎗鴛せる菌糸並IC菌糸塊から望号皮細胞内K侵入せるもの
-22 -
10 11 
12 
13 14 
馬
(10ー 1岡3 芽絡の表皮細胞に鍛治せる菌糸塊から集圃的に侵入せるもの
く12圃) 子葉の無孔から俊Jにする獄況
(13燭〉子業績孔埠.;車濁菌糸の侵入せる妹況 L接種3-4日後〉
(14圃) 子業費ま孔から集間前糸の侵入せる燃況(グ 7 
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~於ける耀病程度との比較。西門等の行った発
芽時に於ける犠病再度師、種子に接種して播下
した場合ぬ発芽率、不発芽E容と前肥の子実容に対
する接種試験結果を比較して見向@西門等は小
憶に対する抵抗性と発芽時に於げるそれとの間
・には相関的関係がある事を報じて居る。小穿赤
徹病防除に関する研究、昭和20年度研究鰹遁概
要に依り接種種子の発芽指数左前記実験第6回
の結果を比較すれば第9表む様である。
之に依れば農林4号、新回早生の如〈子葉に
対する発病蒋度:の大怒るものでたほ種子発芽指
数の大たるものもあり、叉農林1号、埼玉小重要
の如く子葉に対する発病程度少なきもので、種
子発芽指数の小さきものもあるが、大体に於亡
白満作以下5品種に見る如し子葉に於ける発
病の低ぎものは種子発芽指数が大をい傾向があ
る。 sPち子葉に於ける発病程度と小穂に於ける
櫨靖程度に或る紺闘が認めらるると同様に子葉
~於ける発病程度と接種種子発芽歩合との聞に
も議再度の相関関係がるる事を示唆して居る。
京 献
く1)Anderson， M. E.， Walker， J.C. (.193日Jour.
Agric. Rps. 60 P. 823-336 (2) Atana加古， D. 
(1悶0)Jour. Agric Res. 20 P. 1-32 (3) 
Bennett， F.Z.く1931)Ann of Appl. '8iology. 
18 P. 158-176 (.4) Br阻de~. E. W. (1919) 
PbytopatAolgy 9. P.ぉ9-390 (5) Oonant， G.
H. (1927) Amer. Jour. Bot. 14 P. 457-480 
くの Dharm凪吋ular，K. (193¥}) Ind. J our. Agric 
Se. 2. P. 293-313σ) Fahmy・T.M. (1930) 
univ. Geneve， Inst. Bot. Thesse 881 (8) Hiura， 
M. (1935) Jour. Fac)llt. Agric.， Hokkaido 
Inp. Univ. 31l P. 121-2E3 (9)銅lE侃く1935)
日本植物病理拳合報 6の1P. 10-~2 }'. 71'-82 
(10)錫方末彦(1939)日本植病合戦 9の2P. 133 
- 34. (11)砦回吉人仁19(3)日本植病令報 12の
1 P. 73.12の2-4.P. 97-1伺;'(.12) Nakay岨.1&0
T. (l!'40) 日本植病舎報 10の2←3，P.I)3，-106 
(13)西門義一、絵本aI.義、山内己酉 (.1934) 日
本植病合報基の1-11，P. 1-12 (1的関門義一
~.1 93ó) (1936)農林省委託ノj、姿赤徹病防除に慨す
る研究昭和9年度、昭和]0年度研究経過概要
(15)西門義一、中山隆夫 (19'11)(1943) (1946) 
.林省署長能小委赤徹病防除に関する供究昭和 17
年度、昭和1e年度、昭和2，0年度研究経過概要
(16) Pear魁on，N. L. (1931) Jour. Agric. Res. 
43 P. 569-596 (1'7) Porter， D.R.【1928)Iowa 
Agric. Exp. St. Res. Bull. 112 (18) Pugh， G.
vr.， Johann， H.阻 dDialaon. J. D (1933) Jour・
Agric. Res. 46. P. 771-797 (19) Simmonds. 
P. M. (1928) Oanada Dept. Agdc. Bu11. 105 
(110) Smith， R.， and WIllker， J.0.(1931) Jour. 
Agric. Re品4l.P. 17-35 (21) Tisdale， W. H. 
(1917) Jourj Aglic. Res. 11 P. 579-605 (22) 
吉井甫 (1932)九大農事部拳嚢雑誌 5P. 313 
第1表小選F砲と小奈苗との赤繊病の櫨荊
穂度の比較に使用した小委品種名
と其穂の擢病歩合
品種名 11年度12年度17年度18年度19年度|平均
農林1披
% 
91.1 27.PU 
H 
6， 65 69.g6 
H 
垂3.哲胞.3~
農林4蛾 62.4 27.0 60.8 32.1 一 45.57 
新国早生 72.1 21.7 56.9 86.0 6'1.0 59.34 
埼
27披
玉小委 62.1 25.5 60.9 58.4 一 51.72 
プサU'I憶 70.2 27.5 94.4 53.1 75.5 64.U 
西海45畿 76.4 28.5 89.1 52.8 68.7 63.10 
赤主壁画世 6b.9 27.9 47.9 5o.f¥ 一 49.57 
伊賀筑後 69.4 26.8 50.1 57.3 一 50.駒
自満作 7:l.] 15.昂 80.9 74.4 一 00.72 
陸軍u綾 一 一 ]5.4 25.5 27.2 22.70 
鴻灘 4鋭 一 14.1 32.9 一 11.7 19.56 
三州ノj、竹 一 7.9 31.2 35.6 16.9 2f.1.90 
砂JI主主摩 49.2 12.5 30.1 25.5 30，0 29.46 
貸 満 54.8 一 25.7 31.0 12.1 30.90 
幾内9披 一 一 29.8 23.3 29.5 27.53 
音質満1按 48.1 18.6 28.8 31.0 15.4 28.34 
肥後1披 45.0 13.9 80.0 26.3 23.0 27.64 
筑 前 一 11.8 29.2 46.7 35.7 30.85 
備考試験年度により品種の統一を快いでめるから
平均値には音量り信用は置けぬが各年度怨の査費
病歩合、を比較すれば其の強弱は明らかに列る
第2表 小安部に対する赤趨病菌接種の結果
第 1図l!t，験(9月21日接種、 9月2.:日調査〉
晶、程¥¥ 123456789102P均
8主体1披 1 1 ¥1 1 1 1 1 1 1 1 1.1 
.;体4鋭 ¥1 ¥1 3 5 3 ¥1 4 ¥1 2 晶 2.8 
新聞早主主 433234333 3.3 
靖官7披
宝小察 ¥1 3 3 4 4 4， 3 2 4 5 3.4 
三州小竹 3 3 3 3 2 333 ¥1 2 2.7 
鴻難 4i虎 1 3 ¥1 1 1 ¥1 1 111 1.4 
噴E I稿 3 1 3 ¥1 1 1 1 1 1.8 
砂川主主摩 . 5 3 3 1 ¥1 1 ¥1 2.7 
陸羽1披 ' 22323 1 23 ¥1 2.5 
(104) - 24-
第 3 表 第 6 表
ィ、妻簡に対ナる赤雛荊薗接種の結果 小妻筒に対する赤徹病菌接種の詰果
現~~国費量禽 {9月19日接種10用曜日陶査〉 第五回貧撒く10月4日接種10月12日調査〉
¥品¥世個休¥養き 123 ( 5 678 9 引|制I lヰヲ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10I子均
.体1披 o :1 0 1 1 1 1 0.9 農林1鏡 1 1 1 2 2 :1 2 1 2 1.6 
農林4按 3 3 2 4 243 :1 !l.9 農林41虎 :1 3 3 1 3盛 2 !l晶 1 2.5 
幸野田早生 長 5 垂 :1 4 1 3・4 4 3.7 
崎支小委 243433司2 3.0 宮i.
三州小竹 211111 123 2 2 1.7 
新聞早主主 3 3 3 3 3 3 3.0 
崎玉小型事 2 2 233 3 3 2.5 27畿
三州小竹 112 133 112 1.6 
鴻鋭41陣 13 :1 1 3 1 1 2 1.A I 鴻』抵 41鹿 1 2 223 4 2.3 
賓 満 11111112 1.1 '賢 満 :1 2 1 1 2 1 1 1 1 1.5 
砂川l撞園陸 3 3 1 3 333 1 3 3.0 砂川温園陸 21132333 11.6 
陸軍軍11虎 1 3 2 1 2113 2.0 陸湯1. 1 3 223 3 2.3 I 
禄ヨ修ヨ 5 5 6 655 556 5.0 
Vヨ回畢
第 4 表
小委苗陀対する赤緬病菌接種の給巣
.3回貧験 (10周1日後種10月5日開釜)
ヰ~1 123 i 5 678 9 ro平均
農林1捜 1 1 3 111 1 2 1.6 第 7 表
.祢4量 2 3 ~ 3 2 3 3 4 1 3 1. 7 小菱自首に対する赤徹病菌接種の結果
新関厚生 2334442442 3.11 第百凶貨験 (10}J10日接種10)J18日開査)
向2踏7銭ま小奈 3 4 ~ 433 334 3.{ 
三州小竹 43'" 1 i 3311 2 3 2.9 
¥ロ"¥種側¥体¥貌事¥F • 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 事均
鴻』抵 4. 333 3 132 1 3 1'1.6 農林1畿 1 2 3 1 133 1 1.8 
• 満 1 1 103 2 1 3 
I.e .林長続 4 4 4 4垂 3 4 4 4 5 ..0 
砂川主量目優 2]13112132 1.7 新田早!I;. 4 446 5 O 6 4， 4.6 
陸軍軍1M 3 1 3 3 1 2 3 1 2 !l.l 向a島7・玉ィ、. 2113 t 4 244 3.1 
赤塗周陸 4(4534 • .0 
第 5 表 プサ12銭 4 4 !l 4 4 4 4 46 {，1 
小委誌に対する赤徹病菌接種の結果 伊賀筑後 445 ， 5 5 昼.6
第 4図貧験 (10)J 3日銭省10月10日開査〕 白織作 3 3 1 3 ， 3 4， 3.1 
ヰ事 12，3456789リ均 西海45捜 5 O 5 5 5 5 6. 4， 4.9 三州小竹 :1 1 233 1 1 1 1.8 
.林1続 111121322 淘』誕4線、 3 23' ， ， 3 3.3 、
.'休4貌 433 ， 3 3 '" 2 3 3.11 I • I指 1 l& 1 1 1 1 1 1.7 
事青回』手金 3 3 3 3 3 1 2 2.7 砂川主主眼 長 411231 1.3 
官量経i'.玉IJ、蓄 !l 3 2 3 3 2長 3.0 
三州小竹 121 1 32 . 1.6 
陸連事1蛾 34433212 2.8 
肥後1鏡 3 3 3 3 3 4 3' 3 3.1 
鴻』誕 4量電 211 3 33 2 1 3 11.3 銑 前 2 3 234 433 3.0 
，使 織 2211 1211 1 1 1 1 1、6 .満1. 3 3 2 3 
砂川担E摩 233 333 2 1 2.5 幾内9量書 3 2 233 宮.7
一一一一ー一--
降初1銭 32223 2.長
- 25- (106) 
第t玄 rj寄託{l亡;t-t-る赤j~端接種の結果
第 1~第円IE.A融結果の卒均
1悶 2闘 3図 4図 6回 6図 平均
.林 1. 1.1 0.9 1.5 1.6 1.6 1.8 1.' 
目量林4蛾 2.R 2.9 2.7 3.2 2.5 4..0 3.(l 
新関与主主 3.3 3~7 S.~ 2.7 3.0 Ui 3.4. 
崎1'1.玉小高5 S.. 3.り 3.盛 3.0 2.6 3.1 3.1 
三測小竹 2.7 1.7 2.9 1.6 1.6 1.8 2.1 
鴻』抵 4量 1.40 1.8 2.6 2.3 2.3 3.3 ? .2
• 満 l.Il 1.1 1.6 1.6 1.1i 1.7 
1.6 
砂川主主園陸 2.7 3.0 1.7 2.5 2.5 2.7 宮.6
陸運週一銭 2.5 2.0 官.1 2.4 IL3 2.8 3.3 
-. 
第9表 小菱品種の赤鍛靖接喜重躍子発芽指数と
子葉に於ける赤徴発病種鹿との聞係
農林 1 鍛
11;体 " ~量
向島ヨ正小事
新関草生
プザ Jー 2 1. 
伊賀筑後 16.4. 4.6 
自 器両 作 20.1 3.1 
重量 内 9 捜 22.1 2.7 
隙互理 it 2i .1 2.K 
三 州小竹 1.8 
肥後 1 駿 i 28.2 3.1 
" 満 i 89.8 1:1 
二化娯虫の後生橡察Lこ関する基礎的研究第9報
ニ化螺虫の越冬生理 (IJ
深谷昌衣・金子 武
1.緒富二化唄虫が所調休眠賊艇で越冬
するとと、それから越冬期幼虫の耐凍性が非常
に強いとと等tr:就いては前にも触れたととがaう
るが、第1化期の発生量とか宛生期を出来るだ
け精密に猿察するたhうにほとの休眠期に於ける
幼虫め生理的経j屈を明かにして置〈ととが霊堂
しν、。
第2化期幼虫の生理的抱過は1)休眠の始ま
り2)耐t束性の種得め休眠の場醒という 3つの
視機tr:分けて考えるととが出来.tであ与.ぅ。
休眠が何持、.どんな機構のもとに誘起される
ト左いうととに就いては裁に報告して置いたが
ととでは主として残る2項に闘して行った実験
め一都を紹介するととにする。
今日昆虫の耐t京性に関する理論には大体2つ
の主流があるように見受けられる。卸ちその1
は:Robiuson(1927). 8晶charov(19~O) 等の唱灘
する訴で原形質に於ける boundwaterの士省減が
昆虫の耐1束性:在支配するるいう設であり、他の
1は Ko畳hnntshikoy(1938)の所調 thel'mostaule
respnationを中軸とした耐凍性理論であって、
とれば Bachrn吋ev(1901)や工刷ina-I以oainsky
(1937)等め租論の発展企見るととが出来る。後
者は比較的新しい学設であるが、とればよれば
Bohinson以下の識はその特別な場合として理
解されるように思われる。 Kozhantshikov はー多
〈の鱗遡目昆虫を材料として研究じた結果耐i束
性は必やしも bo'Qndwater.或はまた休内脂肪め
増加によって獲得されるものではた〈等ろ呼吸
様式の獲化It:その根本原因がある企説いてい
る。二化現虫の場合著者等〈深谷、 1946めは
既に耐t束性が boundwaterの多少と関係たい
と&及び越冬期幼虫の酸素消耗量が夏秋季のそ
れに較ぺて著し〈低いとと等.を指摘したが、夏
肥呼吸生理の立場から Kozhantahika干の読者と
取入れて槌冬幼虫の生理を検討して見ょうと思
う。
一方休眠の貨陸ということは従来外面的徴候
の把握が困雛たためその生理的意義の重要さに
も拘らやあまり攻究されていないようである。
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